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25 19 極穂重型イネを選別する方法及びキット 平成 19 年 9月 21 日 特願 2007-245442 加藤恒雄、堀端 章 「J」 

26 19 
胎子由来細胞の採取方法、クローン牛の作出方

法、及び種雄牛候補の検定方法 
平成 19 年 12 月 20 日 特願 2007-328617 

佐伯和弘、林 登、 谷

口俊仁 
「J」 

27 19 海藻類の増養殖方法 平成 20 年 3月 19 日 特願 2008-071165 
木村 創、長浦一博、田

中俊充 
「J」 

28 20 牛の判別方法及び牛の判別用キット 平成 20 年 4月 8 日 特願 2008-100138 
松本和也、森本康一、

池上春香、永井宏平 
「J」 

29 20 
アコヤガイ、ヒオウギガイ種苗の生産方法とその

種苗 
平成 20 年 8月 18 日 特願 2008-209826 池田昭弘 「単」 

30 20 胚培養器 平成 20 年 8月 19 日 特願 2008-210756 
佐伯和弘、加藤暢宏、

谷口俊仁 
「J」 

31 20 
哺乳動物核移植胚のスクリーニング方法、非ヒト

哺乳動物核移植胚、クローン非ヒト哺乳動物、及

びスクリーニングキット 

平成 20 年 9月 26 日 特願 2008-247956 
佐伯和弘、青柳敬人、

出田篤司、谷口俊仁 
「J」 

32 20 
プライマーセット、耐ストレス性核果類植物のスク

リーニング方法、耐ストレス性核果類植物、耐スト

レス性核果類植物のスクリーニングキット 

平成 20 年 9月 29 日 特願 2008-250446 花田裕美 「J」 

33 20 
哺乳動物の組織の凍結保存方法、非ヒト哺乳動

物の核移植胚及びクローン非ヒト哺乳動物 
平成 20 年 10 月 16 日 特願 2008-267648 

佐伯和弘、星野洋一

郎、谷口俊仁 
「J」 

34 20 植物の挿し木における発根促進方法 平成 20 年 11 月 4日 特願 2008-283047 平田行正、椎葉純一 「単」 

 

35 

 

20 

抗体、耐ストレス性植物のスクリーニング方法､耐

ストレス性植物、耐ストレス性植物のスクリーニン

グキット 

 

平成 21 年 3月 30 日

 

特願 2009-081637 
 
森本康一、花田裕美 

 

「J」 

 

（外国出願） 

No 年度 特 許 の 名 称 取得（出願）年月日 特許番号 発明者名 備 考

平成 18 年 9月 28 日 PCT/JP2006/319311 
1 18 核移植卵子の作製方法 

平成 19 年 4月 19 日 WO/2007/043346 

岸上哲士、若山照

彦、佐伯和弘 
「J」 

平成 19 年 3月 14 日 PCT/JP2007/055028 
2 18 生体親和性透明シート及びその製造方法 

平成 19 年 9月 27 日 WO/2007/108373 

本津茂樹、西川博

昭、楠 正暢、畑中良

太 

「J」 

平成 19 年 6月 20 日 PCT/JP2007/062422 
3 19 

真珠貝の貝殻、真珠の色調を制御する遺伝子と

そのタンパク質 平成19年12月 27日 WO/2007/148723 

宮本裕史、森本康

一、矢野昌人、永井

宏平 

「J」 

平成 19 年 7月 27 日 PCT/JP2007/064774 
4 19 ＤＮＡ断片の増幅方法 

平成 20 年 2月 7 日 WO/2008/015975 
掘端 章 「J」 

 

（展示会出展等） 

No 年度 出展内容 展示会名 説明者 備 考

1 18 

「ゼブラフィッシュによるタンパク質発現系の開発」 

ブースでポスター掲示および研究概要を配布 

 

国際バイオEXPO2006 田丸 浩  

2 18 生体親和性に優れた可撓性透明アパタイトシート 国際バイオEXPO2006 本津茂樹  

3 18 
内在性トランスポゾンを用いた網羅的遺伝子機能解

析技術の開発 

平成 18 年度 

地域結集型発研究成果移転フェア 
堀端 章  

4 18 
育種・栽培試験のためのデータ管理・分析支援シス

テム 

平成18年度 

地域結集型発研究成果移転フェア 
吉廣卓哉  

5 18 良質真珠の効率的生産技術の開発 
平成 18 年度 

地域結集型発研究成果移転フェア 
宮本裕史  

6 19 イネ突然変異体のサンプル展示 第６回国際バイオEXPO 堀端 章  

7 19 
細胞・組織培養足場として利用できる極薄ハイドロキ

シアパタイトのシ－ト及びチュ－ブ 
第６回国際バイオEXPO 

本津茂樹 

西川博昭 

楠 正暢 

 

8 19 ヒロメ・鋳物藻礁 
クラスタ－ジャパン2007 

テクノフェア 

中村 嵩・佐藤利男・南 和

之・木村 創 
 

9 19 ヒロメ・鋳物藻礁 わかやまテクノ・ビジネスフェア2007 木村 創・山内信  
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10 19 
人工歯根、アパタイトシ－ト、アパタイトド－ム、アパタ

イトチュ－ブ、アパタイトセンサ 
わかやまテクノ・ビジネスフェア2007 本津茂樹  

11 20 極穂重型イネ品種における登熟能力の違い 第7回 国際バイオEXPO 柿窪善浩・堀端章  

12 20 
決定木および階層的t-検定によるイネの有用ゲノム

領域の同定 
第7回 国際バイオEXPO 

堀端 章・柿窪善浩・中川

優 
 

13 20 
登熟能力の改良による超多収イネ品種の開発を目指

して 
第7回 国際バイオEXPO 

加藤恒雄・柿窪善浩・堀端

章 
 

14 20 
「和牛（黒毛和種）の優良肉質に関与するバイオマー

カー探索システム」ブースポスター 
第７回国際バイオEXPO 中川 優  

15 20 アグリバイオデータベースシステムの構築 第７回国際バイオEXPO 中川 優  

16 20 
「ウメの環境ストレス耐性個体選抜マーカー探索と形

質転換法の確立」ブースポスター 
第７回国際バイオEXPO 花田裕美   

17 20 
鋳物藻礁の模型 ２基 

ヒロメ葉体（標本） 
第７回国際バイオEXPO 

木村 創 

田中俊充 
 

18 20 
交雑アコヤガイの標本 

（貝殻） 
第７回国際バイオEXPO 

宮本裕史 

矢野昌人 
 

19 20 
脱メチル化剤・トリコスタチンAによるウシクローン胚の

発生率の改善 
第７回国際バイオEXPO 佐伯和弘、谷口俊仁  

20 20 
新たな種雄牛検定システムの確立：ウシ羊水からの

胎子細胞単離とクローン胚の作製 
第７回国際バイオEXPO 佐伯和弘、谷口俊仁  

21 20 
ハイドロキシアパタイトを薄膜コーティングした人工歯

根、骨接合材、QCMセンサヘッド 
第７回国際バイオEXPO   

22 20 
プロテオミクスの畜産業への展開： 

黒毛和牛の優良肉質形質バイオマーカーの同定 

クラスタージャパン2008テクノフェア 

（横浜パシフィコ、2008年12月2～3日） 
松本和也  

23 20 
新規製法で形成したポリジメチルシロキサン製マイク

ロウェルプレートとそれを利用したウシ胚の体外培養
クラスタージャパン2008テクノフェア 佐伯和弘、谷口俊仁  

 

 

■地域への波及効果 

（マスコミ） 

No 年度 新聞社（報道番組）名 報道年月日 内    容 備 考

1 16 和歌山経済マガジン（テレビ和歌山） 平成 16 年 4月 4 日 
「地域結集型共同結集事業／学内ベンチャー飛

躍」 
 

2 16 日本経済新聞社 平成 16 年 8月 2 日 

絶滅のマンモス復元を研究 

近畿大学生物理工学部教授 

入谷 明さん 

 

3 16 日経バイオビジネス 平成 16 年 12 月号 第１回全国バイオクラスターランキング  

4 16 和歌山県広報誌「Ｗ－ｉｎｇ」 平成 17 年 1月号 大型研究開発プロジェクト  

5 16 紀伊民報 平成 17 年 1月 16 日 
牛骨から人工歯根 

 県事業 近大の本津教授ら開発 
 

6 16 日本経済新聞社 平成 17 年 1月 17 日 

再生医療用の細胞 

日大、皮下脂肪から培養 

拒絶反応なく患者負担軽減 

 

7 16 読売新聞社 平成 17 年 1月 19 日 
出芽率８０％ 

ヒジキ新養殖法開発 
 

8 16 時事通信社 平成 17 年 1月 19 日 

日大、新規の再生医療用のドナー細細胞、生体内

で既に機能を果たしている細胞を利用する方法を

開発 

 

9 16 読売新聞社 平成 17 年 2月 21 日 定着早い人工歯根開発  

10 16 読売新聞社 平成 17 年 3月 3 日 ヒロメ ミネラル豊富（ワカメより）低カロリー  

11 16 わかやま新報 平成 17 年 3月 3 日 健康食品ヒジキ 新たな養殖方法を開発  
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12 16 朝日新聞社 平成 17 年 3月 4 日 ヒジキ新養殖方法を開発  

13 16 きのくに２１（テレビ和歌山） 平成 17 年 3月 13 日 科学技術の振興  

14 16 読売新聞 平成 17 年 3月 16 日 

脂肪から幹細胞 

日大、未分化の細胞を利用することなく新規の再生

医療用ドナー細胞の開発を目指す 
 

15 16 ニュース和歌山 平成 17 年 3月 23 日 アグリバイオ研究発表会  

16 16 わかやま新報 平成 17 年 3月 24 日 産官学連携の成果発表会  

17 16 毎日新聞社 平成 17 年 3月 29 日 インプラント結合時間を半減  

18 17 近畿大学新聞 平成 17 年 4月 1 日 植物遺伝子が動物で機能（地域結集事業紹介）  

19 17 Medical Tribune 平成 17 年 4月 7 日 
脱分化脂肪細胞  マウス下肢虚血モデルの血管

再生に寄与  

20 17 和歌山経済マガジン（テレビ和歌山） 平成 17 年 4月 10 日 
（財）わかやま産業振興財団の事業の一つとして「地

域結集型共同研究事業」を紹介  

21 17 和歌山経済マガジン（テレビ和歌山） 平成 17 年 5月 8 日 
「地域結集型共同結集事業」の内容と展望について

詳しく紹介  

22 17 朝日新聞社 平成 17 年 6月 5 日 
be on Sunday,Wonder in life  不思議いっぱい、核と

なる細胞選び 成功率上げるカギ  

23 17 NHK ローカルニュース 平成 17 年 7月 22 日 海藻シンポジウムの開催について  

24 17 紀伊民報 平成 17 年 7月 26 日 シシオドシでアイゴ退散   海藻シンポジウム開催  

25 17 月刊コロンブス（産業誌） 平成１７年７月号 

大学初ベンチャーとして共同研究を積極的に進め、

クローン動物技術や遺伝子改変技術の開発により

注目される 
 

26 17 紀伊民報 平成 17 年 9月 22 日 梅と柿 強い台木大量増殖へ みなべ町で研究会  

27 17 日高新報 平成 17 年 9月 22 日 
産・学・官で優良苗木づくり 

「梅の台木の研究会発足」  

28 17 紀州新聞 平成 17 年 9月 22 日 果樹台木研究交流会 職員が現状や成果を報告  

29 17 朝日新聞九州版 平成 17 年 10 月（予定） 

情報処理技術研究最前線                 

アグリバイオ研究者を支援する 

－理想の環境の構築へ 
 

30 17 和歌山放送「杉本勝德のパテントトーク」 平成17年10月30日 アグリバイオ研究と特許化  

31 17 わかやま新報 平成17年11月 3日 
「地域結集型共同研究事業」11月 8日にホテル東

急インで第３回公開シンポジウムを開催  

32 17 和歌山放送「杉本勝德のパテントトーク」 平成17年11月 6日 アグリバイオ研究と特許化  

33 17 和歌山放送「杉本勝德のパテントトーク」 平成17年11月13日 アグリバイオ研究と特許化  

34 17 和歌山放送「杉本勝德のパテントトーク」 平成17年11月20日 アグリバイオ研究と特許化  

35 17 和歌山放送「杉本勝德のパテントトーク」 平成17年12月25日 アグリバイオ研究と特許化  

36 17 毎日新聞 平成18年1月7日 音で食害魚追い払う装置研究  

37 17 紀伊民報 平成18年1月29日 
ヒジキの養殖実験始める 串本町須江漁協 資源回

復へ期待  

38 17 紀伊民報 平成18年2月3日 
海藻茂る田辺湾に ヒジキ植栽で成果 規模拡大も

検討  

39 17 紀伊民報 平成18年2月9日 ヒロメ売り出し中 大阪で業者にＰＲ  
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40 17 紀伊民報 平成18年2月17日 「ヒロメを知って」ワカメとは違います  

41 17 ＮＨＫニュース 平成18年2月22日 ヒロメ養殖とヒロメのＰＲ（小学校給食として利用）  

42 17 紀伊民報 平成18年3月1日 ヒロメの品質 安定目指す 洗浄や保存技術開発へ  

43 18 
日本経済新聞社 

日経ナノビジネス 
平成18年5月29日 アパタイトで薄膜作製、生体親和性を大幅向上  

44 18 紀伊民報 平成18年10月11日 
太地町三幸漁業生産組合 病気と高温に強い稚貝

を近畿大学と共同研究  

45 18 
テレビ和歌山 

「和歌山経済マガジン」 
平成18年10月22日 

三幸漁業生産組合の交雑アコヤガイを利用した良

質真珠の効率的生産の取り組み。  

46 18 パテント Vol.59 No.11 平成18年11月 
「弁理士の地域活動」 

地域産業活性化のための取り組み  

47 18 
テレビ和歌山 

「きのくに２１」 
平成18年12月 3日 地域結集型共同研究事業の概要  

48 18 
テレビ和歌山 

「きのくに２１」 
平成19年 1月28日 

三幸漁業生産組合の真珠養殖に活かされるバイオ

技術  

49 18 わかやま新報 平成19年 3月10日 
和歌山県地域結集型共同研究事業平成18年度研

究成果報告会を 3月14日に和歌山市内で開催。  

50 18 わかやま新報 平成19年 3月16日 
和歌山県地域結集型共同研究事業平成18年度研

究成果報告会に120人が出席。  

51 19 毎日新聞 平成19年5月20日 アパタイトで薄膜シ－ト  

52 19 NHK（NEWSウエ－ブ和歌山） 
平成19年6月14日 

 
曲がるセラミクス  

53 19 
テレビ和歌山 

（ニュ－スライフライン） 
平成19年6月23日 

「和歌山県地域結集型共同研究事業」研究成果を

第６回国際バイオEXPOへ出展  

54 19 NHK大阪放送「かんさいニュ－ス 1番」 平成19年7月9日 

アパタイトによる人工歯根コ－ティング技術を応用

し、アパタイトシ－トの開発に成功した。このシ－ト

は、人体へなじみやすいことが大きな特徴の一つ

で、再生医療分野への応用が期待される。例えば、

皮膚や骨、角膜などの細胞を培養する際の足場に

利用でき、従来の同様のシ－トと比べて培養速度が

速く、しかも体内での異物反応も出ないという画期

的なシ－トである。 

 

55 19 
シ－エムシ－出版 

「抗体医学の最前線」 
平成19年7月31日 魚類における抗体生産と産業応用  

56 19 
和歌山放送 

つれもて和歌山（ラジオ） 
平成19年9月4日 

近畿大学生物理工学部・先端技術総合研究所およ

びジ－ンコントロ－ル（株）での研究開発活動と地域

貢献について 
 

57 19 日経産業新聞 平成19年11月2日 
魚類抗体作製における(株)トランスジェニックとの共

同研究開始  

58 19 和歌山新報 平成19年11月21日 ヒロメ養殖。磯焼け対策に光り  

59 19 読売新聞 平成19年11月26日 
ゼブラフィッシュを用いた先端生命科学研究につい

て  

60 19 毎日新聞（インタ－ネットYahoo News） 2007年12月26日 
＜クロ－ンマウス＞近畿大生、作成に成功 世界で

最年少か  

61 19 毎日新聞 2007年12月27日 
体細胞クロ－ンマウス 

22歳近大生が作成成功  

62 19 紀伊民報 平成19年12月28日 
複合養殖。 

一石二鳥の海藻に期待 浄化と食用でオゴノリ養殖  

63 19 紀伊民報 平成20年1月10日 
ヒロメ養殖に朗報。県水産試験場が新技術「フリ－

配偶体培養技術」を開発  

64 19 
テレビ和歌山 

（ニュ－スライフライン） 
平成20年3月4日 

和歌山県地域結集型共同研究事業平成19年度研

究成果報告会が和歌山市内のホテルで開催された

。ウメの組織培養による品種改良や磯焼けした漁場

に海藻を合成樹脂を使って定着させる技術などこれ

から実用化につながると期待できる成果が上がって

いる。 
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65 20 紀伊民報 平成20年10月17日 
温暖化から梅を守れ 高温に強い台木増殖 

遺伝子選別で特許出願  

66 20 朝日新聞 平成20年11月8日（夕刊） 
乾燥に強いウメ遺伝子選別開発 

和歌山、温暖化に備えて  

67 20 
ABC テレビ 

ニュース「ゆう」 
平成 20 年 10 月 15 日  

68 20 
テレビ和歌山 

ニュース「あっと！テレわか」 
平成 20 年 10 月 15 日  

69 20 産経新聞 平成 20 年 10 月 16 日  

70 20 読売新聞 平成 20 年 10 月 16 日  

71 20 南日本新聞 平成 20 年 10 月 16 日  

72 20 夕刊フジ 平成 20 年 10 月 17 日  

73 20 朝日新聞 平成 20 年 10 月 20 日  

74 20 山口新聞 平成 20 年 10 月 27 日  

75 20 週刊現代（11/15 号） 平成 20 年 10 月 30 日発売  

76 20 
西日本放送 

ニュース「リアルタイム」 
平成 20 年 11 月 14 日  

77 20 四国新聞 平成 20 年 11 月 15 日  

78 20 
西日本放送ラジオ 

「アクセスオン近畿大学キャンパスライフ」 

平成 20 年 11 月 30 日 

平成 20 年 12 月 7 日  

79 20 
ラジオ大阪 

「ニュースハイブリッド」 
平成 20 年 12 月 6 日 

近畿大学生物理工学部遺伝子工学科の学部学生（

国内最年少と思われる）による体細胞クローンマウス

の作製。同学部のクローン技術が世界でも高水準

にあることを発信した。 

 

80 20 
テレビ和歌山 

「あっと！テレわか」 
平成20年12月17日 磯焼け対策について  

81 20 テレビ和歌山「あっと＠テレわか」 平成20年10月17日 地域結集型共同研究事業 事業終了報告会  

82 20 わかやま新報 平成20年10月19日 地域結集型共同研究事業 事業終了報告会  

83 20 日本農業新聞 平成20年11月18日 論説「農工連携」地域結集し新分野開発  

84 20 NHKニュース 平成21年1月6日 飛騨牛の元の牛 クローン化に成功  

85 20 NHK「ニュース7」 平成21年1月6日 飛騨牛の“祖先”の牛の細胞からクローン成功  

86 20 NHK「ニュース9」 平成21年1月6日 世界初13年冷凍細胞からクローン牛誕生  

87 20 NHK「ニュース&スポーツ」 平成21年1月6日 飛騨牛の“祖先”クローン化に成功  

88 20 朝日放送「おはようコールABC」 平成21年1月7日 飛騨牛元祖クローン化クローン肉食卓へ？  

89 20 関西テレビ「スーパーニュース・アンカー」 平成21年1月7日 伝説の高級和牛復活！？クローン肉食卓へ？  

90 20 日本テレビ「ズームイン!!SUPER」 平成21年1月7日 「元祖飛騨牛」クローン誕生  

91 20 フジテレビ「スーパーニュース」 平成21年1月7日 クローン牛肉が食卓へ？  

92 20 NHKニュース 平成21年1月8日 16年前に死んだ牛のクローン公開  
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93 20 NHK「ニュース7」 平成21年1月8日 飛騨牛の雄牛クローン正式発表  

94 20 NHK「ニュースウォッチ9」 平成21年1月8日 飛騨牛のルーツ クローン化成功  

95 20 イブニング・ニュース 平成21年1月8日 「飛騨牛の父」伝説の和牛クローン公開  

96 20 テレビ朝日「報道ステーション」 平成21年1月8日 伝説の飛騨牛がクローンで復活。安全性は？  

97 20 テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」 平成21年1月8日 凍結臓器から誕生 クローン飛騨牛を公開  

98 20 TBS「イブニング・ファイブ」 平成21年1月8日 「飛騨牛の父」のクローン牛誕生  

99 20 TBS「みのもんたの朝ズバッ!」 平成21年1月9日 「伝説の和牛」クローン牛 公開  

100 20 フジテレビ「とくダネ!」 平成21年1月9日 元祖飛騨牛クローン誕生  

101 20 テレビ東京「Newsモーニングサテライト」 平成21年1月9日 飛騨牛のクローン牛公開凍結臓器から復活  

102 20 毎日新聞（東京） 平成21年1月7日 「飛騨牛元祖」のクローン  

103 20 河北新報 平成21年1月7日 元祖飛騨牛クローン誕生  

104 20 毎日新聞（大阪） 平成21年1月7日 「飛騨牛元祖」のクローン  

105 20 佐賀新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛クローン誕生  

106 20 京都新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛のクローン誕生  

107 20 新潟日報 平成21年1月7日 飛騨牛「元祖」種雄牛 凍結保存の精巣利用  

108 20 高知新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛にクローン  

109 20 南日本新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛クローン化 16年前の細胞から  

110 20 秋田魁新報 平成21年1月7日 元祖のクローン誕生 16年前の冷凍細胞  

111 20 徳島新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛クローン誕生  

112 20 富山新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛クローン誕生  

113 20 神戸新聞 平成21年1月7日 飛騨牛クローン化成功 16年凍結細胞で  

114 20 北日本新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛のクローン誕生  

115 20 宮崎日日新聞 平成21年1月7日 元祖飛騨牛のクローン誕生  

116 20 熊本日日新聞 平成21年1月7日 「元祖」飛騨牛クローン誕生  

117 20 日刊工業新聞 平成21年1月8日 飛騨牛クローン誕生元祖「安福」の細胞利用  

118 20 夕刊デイリー 平成21年1月8日 元祖飛騨牛のクローン長期凍結保存精巣利用  

119 20 化学工業日報 平成21年1月8日 飛騨牛種雄牛クローン化に成功  

120 20 東京スポーツ 平成21年1月8日 「飛騨牛の父」のクローン生まれていた  
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121 20 紀州新聞 平成21年1月8日 元祖飛騨牛のクローン誕生  

122 20 南紀州新聞 平成21年1月8日 元祖飛騨牛のクローン誕生  

123 20 夕刊フジ 平成21年1月8日 元祖飛騨牛のクローン誕生  

124 20 読売新聞朝刊第3社会面 平成21年1月9日 元祖「飛騨牛」クローン  

125 20 朝日新聞朝刊第2社会面 平成21年1月9日 元祖飛騨牛クローン誕生  

126 20 日本経済新聞朝刊第3社会面 平成21年1月9日 「元祖飛騨牛」クローン公開  

127 20 岐阜新聞朝刊第1面 平成21年1月9日 これがクローン安福号  

128 20 岐阜新聞朝刊第2社会面 平成21年1月9日 安福号受け継いだ命 飛騨牛クローン公開  

129 20 読売新聞朝刊第2社会面 平成21年1月9日 「飛騨牛」元祖クローン誕生  

130 20 朝日新聞朝刊第2社会面 平成21年1月9日 「元祖・飛騨牛」のクローン牛  

131 20 毎日新聞朝刊第2社会面 平成21年1月9日 飛騨牛元祖クローン牛を公開  

132 20 中日新聞朝刊第2社会面 平成21年1月9日 飛騨牛クローン公開  

133 20 日本経済新聞朝刊第2社会面 平成21年1月9日 飛騨牛のクローン公開岐阜 マンモス復活に応用も  

134 20 岐阜新聞 平成21年1月9日 安福号 受け継いだ命  

135 20 長野日報 平成21年1月9日 飛騨牛元祖クローン公開「おいしさ解析」  

136 20 沖縄タイムス 平成21年1月9日 元祖飛騨牛クローン公開絶滅動物復活に応用  

137 20 日刊県民福井 平成21年1月9日 元祖飛騨牛クローンにマンモス復活に応用も  

138 20 茨城新聞 平成21年1月9日 「飛騨牛の父」クローン公開マンモス復活  

139 20 琉球新報 平成21年1月9日 元祖飛騨牛クローン誕生マンモス復活の夢も  

140 20 南海日日新聞 平成21年1月9日 元祖飛騨牛のクローン公開マンモス復活  

141 20 福井新聞 平成21年1月9日 飛騨牛の元祖クローン牛を公開  

142 20 静岡新聞 平成21年1月9日 元祖飛騨牛のクローン公開 凍結臓器から  

143 20 宮崎日日新聞 平成21年1月9日 元祖飛騨牛クローン公開  

144 20 北陸中日新聞 平成21年1月9日 飛騨牛元祖のクローン公開  

145 20 上毛新聞 平成21年1月9日 飛騨牛元祖のクローン公開 岐阜県畜産研  

146 20 西日本新聞 平成21年1月9日 飛騨牛クローン公開 岐阜  

147 20 熊本日日新聞 平成21年1月9日 元祖飛騨牛のクローン公開  

148 20 夕刊デイリー 平成21年1月9日 クローン牛2頭を公開 おいしさ解析  
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149 20 道新スポーツ 平成21年1月9日 飛騨牛元祖からクローン マンモス復活も  

150 20 サンケイスポーツ 平成21年1月9日 飛騨牛元祖からクローン マンモス復活  

151 20 毎日新聞（名古屋） 平成21年1月9日 クローン牛を公開 生存の2頭  

152 20 朝日新聞（名古屋） 平成21年1月9日 元祖・飛騨牛クローン成功  

153 20 産経新聞（大阪） 平成21年1月9日 元祖飛騨牛クローン2頭公開  

154 20 朝日新聞（大阪） 平成21年1月9日 冷凍精巣からクローン牛  

155 20 日本経済新聞 平成21年1月9日 「元祖飛騨牛」クローン公開  

156 20 読売新聞（札幌） 平成21年1月9日 元祖「飛騨牛」クローン冷凍精巣から誕生  

 

  （発表会） 

No 年度 発 表 会 名 開催時期 開 催 場 所 参加人数 備 考

1 15 第 1 回公開シンポジウム 平成 16 年 3月 23 日 ホテルアバローム紀の国 165 名  

2 15 和歌山県地域結集型共同事業説明会 平成 16 年 3月 25 日 南部町役場 15 名  

3 16 第２回公開シンポジウム 平成 16 年 10 月 1日 ホテルアバローム紀の国 125 名  

4 16 先端技術総合研究所公開シンポジウム 平成 16 年 10 月 30 日 近畿大学先端技術総合研究所 39 名  

5 16 平成１６年度研究成果報告会 平成 17 年 3月 25 日 ホテルアバローム紀の国 103 名  

6 17 先端技術総合研究所公開シンポジウム 平成 17 年 6月 4 日 近畿大学先端技術総合研究所 77 名  

7 17 
産学連携テクノロジーマッチング2005関

西（SMBCｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ、三井住友銀行

主催） 

平成17年7月7日 大阪国際会議場 約300名  

8 17 海藻シンポジウム 平成 17 年 7月 22 日 ガーデンホテルハナヨ 132 名  

9 17 
近畿大学生物理工学部オープンキャン

パス 
平成17年8月7日 近畿大学生物理工学部 約50名  

10 17 ウメ台木に関する研究の成果報告会 平成 17 年 9月 20 日 和歌山県うめ研究所 20 名  

11 17 ウメ台木のデータ処理に関する研究会 平成 17 年 10 月 5日 わかやま産業振興財団 10 名  

12 17 新技術フォーラム 平成17年11月7日 三重県津市 約100名  

13 17 
「和歌山県地域結集型共同研究事業」

第３回公開シンポジウム 
平成17年11月８日 和歌山東急イン 91名  

14 17 
「和歌山県地域結集型共同研究事業」

平成17年度研究成果報告会 
平成18年3月22日 ホテルアバローム紀の国 92名  

15 18 
近畿バイオフォーラム 

～各地域におけるバイオの新しい取組

み～ 

平成18年5月10日 コラボしが21（滋賀県大津市） 250名  

16 18 
近畿大学生物理工学部オープンキャン

パス 
平成18年8月5日 近畿大学生物理工学部 250名  

17 18 
近畿大学生物理工学部公開講座 

第12回 BOST Science Cafe 
平成18年9月9日 奈良市 100名  

18 18 
近畿大学先端技術総合研究所公開シ

ンポジウム 
平成18年10月22日 和歌山リサーチラボ 約100名  



 

 

 

174

19 18 第４回公開シンポジウム 平成18年10月28日 
和歌山県立情報交流センター  

Big-U（田辺市） 
320名  

20 18 
平成18年高等教育機関コンソーシアム

和歌山公開講座 
平成18年11月18日 

和歌山大学 

生涯学習教育研究センター 
約30名  

21 18 
近畿大学21世紀COEプログラム第7回

国際COEシンポジウム 
平成18年12月6日 ホテル日航関西国際空港 約200名  

22 18 平成18年度研究成果報告会 平成19年3月14日 ホテルアバローム紀の国 120名  

23 19 東海５大学新技術説明会 平成19年7月12－13日 科学技術振興機構JSTホ－ル 100名  

24 20 
平成20年度水産試験場成果報告会 

並びに磯焼け対策ガイドライン講習会 
平成20年9月17日 

和歌山県農林水産総合技術セン

ター水産試験場 
48名  

25 20 わかやまテクノ・ビジネスフェア 平成20年12月5日 
和歌山県民情報交流センター 

Big-U（田辺市） 
200名  

26 19 平成19年度研究成果報告会 平成20年3月4日 ホテルアバローム紀の国 108 名  

27 20 事業終了報告会 平成20年10月17日 和歌山東急イン 131 名  

 

 （団体訪問） 

No 年度 訪 問 時 期 団    体    名 訪問者数 備 考 

1 16 平成 16 年 10 月 30 日 先端技術総合研究所公開シンポジウム 一般参加者 39 名  

2 16 平成 16 年 12 月 10 日 奈良県商工労働部、（財）奈良県中小企業支援センター 3 名  

3 16 平成 17 年 3月 23 日 中野 BC(株) 3 名  

4 17 平成 17 年 4月 13 日 和歌山県産業支援課、商工振興課、マーケティング推進課 20 名  

5 17 平成 17 年 6月 4 日 先端技術総合研究所公開シンポジウム 一般参加者 77 名  

6 17 平成 17 年 6月 29 日 ノーリツ鋼機(株)事業開発部 4 名  

7 17 平成 17 年 7月 2 日 和歌山県歯科医師会 20 名  

8 17 平成 17 年 8月 25 日 日本私立小学校連合会 33 名  

9 17 平成17年12月16日 文部科学省大学評価担当事務官および大学評価機構 ４名  

10 18 平成18年７月５日 近畿地区畜産関係場所長会 15名  

11 18 平成18年９月15日 財団法人宮崎県産業支援財団 ２名  

12 18 平成18年12月6日 一般市民 約100名  

13 19 平成19年6月21日 不二製油株式会社 研究開発本部、品質保証部 2名  

14 20 平成20年8月5日 
(財)全国学校農場協会・全国高等学校農場協会 第52回農業

実験実習講習会 
16名  

15 20 平成20年9月11～13日 
近畿大学大学院生物理工学研究科生物工学専攻博士前期課

程１年生 
19名  

 




